
１ 堀 内 貴 志 議 員-------------------------------Ｐ． １

２ 前 田 隆 議 員-------------------------------Ｐ． ２ ～ ３

３ 池 山 節 夫 議 員-------------------------------Ｐ． ４

４ 梅 木 勇 議 員-------------------------------Ｐ． ５ ～ ６

５ 新 原 勇 議 員-------------------------------Ｐ． ７ ～ ９

６ 徳 留 邦 治 議 員-------------------------------Ｐ． 10

７ 森 武 一 議 員-------------------------------Ｐ． 11

８ 持 留 良 一 議 員-------------------------------Ｐ． 12 ～ 14

９ 池 田 み す ず 議 員-------------------------------Ｐ． 15

10 北 方 貞 明 議 員-------------------------------Ｐ． 16

11 川 畑 三 郎 議 員-------------------------------Ｐ． 17

令和４年第４回定例会　一般質問



１  議　員 一問一答方式

１ 　地域猫について 市 長

副 市 長

（１） 　地域猫活動の推進に対する見解は 関 係 課 長

（２） 　地域猫の去勢、不妊手術費助成事業について

２ 　教職員住宅の活用方策について 市 長

副 市 長

（１） 　教職員住宅の利用実態について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　教職員の入居を確保する取組は

（３） 　教職員住宅の有効活用について

３ 　子育て支援に関する市長の政治姿勢について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　小中学校の給食費の保護者負担ゼロの考えは

堀内　貴志

　医療費の窓口負担について垂水市で検討していること
はあるか
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２  議　員 一問一答方式

市 長

１ 　後期高齢者医療制度について 副 市 長

関 係 課 長

（１）

（２）

（３）

（４）

２ 　ゴルフ場跡地の太陽光発電事業について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

（４） 　太陽光エネルギー条例について

前田　隆

　ゴルフ場跡地の太陽光発電事業の開始予定はいつか。
また、事業開始後、施設の管理業務はどこがどこで行う
のか。本市のメリット、地元貢献はどんなものが期待さ
れるか伺う

　後期高齢者医療費の窓口負担が２割対象となる所得基
準について、また、配慮措置があるが、内容と期間につ
いて伺う

　本市の後期高齢者医療費の窓口負担が２割になる対象
者数、割合について伺う

　事業者との危険防止対策及び災害防止策の協定書締結
はどうなったか伺う

　大雨時の土砂流出等防止策は講じられているか。ま
た、近隣の人家や田畑に被害が出た場合、対応はどう考
え、対処するのか確認は取れているか伺う

　医療費窓口負担２割増対象者の受診控えは出ていない
か伺う

　後期高齢者医療保険料の見直しが検討されているが、
概要説明と、これに対する認識を市長に伺う
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３ 　本城川の危険箇所点検要望について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３） 　本城川の寄り洲除去を国、県に訴えて早期解消を

４ 　郵便局の受託行政事務拡大の動きを受けて 市 長

副 市 長

（１） 　郵便局への行政事務委託について以下の点を伺う 関 係 課 長

ア

イ

　本城川竜門軒下流の井川側堤防の嵩上げについて計画
を伺う

　令和４年度末に向けて要望の寄り洲除去はあるのか伺
う

　支所の行政事務委託の問題はどうなったか。課題
と方向性について伺う

　郵便局への行政事務委託の効用についての認識と
導入について伺う
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３  議　員 一問一答方式

１ 　市政について 市 長

副 市 長

（１） 　高齢者、障がい者支援について 関 係 課 長

ア 　家庭介護者支援について

（２） 　地域医療と福祉を支える拠点づくりについて

（３） 　錦江湾横断道路の実施路線化について

（４）

（５） 　市道脇田・市木線の拡幅について

２ 　教育行政について 市 長

副 市 長

（１） コロナ禍の不登校について 教 育 長

関 係 課 長

池山　節夫

　たるみず元気プロジェクトのこれまでの成果・評価と
今後について
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４  議　員 一問一答方式

１ 　元垂水地区の救急・消防車両の通行について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

２ 　へき地医療について 市 長

副 市 長

（１） 　本市のへき地医療の状況をどのように捉えているか 関 係 課 長

（２）

（３） 　中央病院について

ア

イ

３ 　インボイス制度について 市 長

副 市 長

（１） 　本市の各会計の対応について 関 係 課 長

梅木　勇

　国道より西側地域への救急・消防車両出動時の道路状
況をどのように思うか

　ホームページにおいてへき地医療拠点病院に指定
されているが、へき地に対する取組はどのようにな
されているのか

　オンライン診療の対処、移動診療車の導入の検討
も必要ではないか

　住民からは道路の整備、車両の小型化の声が聞かれる
が検討できないか

　へき地医療について、今後どのような施策を構想して
いるか

　緊急時の速やかな業務遂行を行うための課題をどのよ
うに考えるか
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（２） 　道の駅等の出荷者への対応は
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５  議　員 一問一答方式

１ 　台風14号を振り返って 市 長

副 市 長

（１） 　停電・断水について 関 係 課 長

ア 　停電時の市への伝達

（２）

（３） 　LPガスを使った避難所作りの考え方

（４） 　避難行動要支援者避難支援について

ア 　要支援者の施設避難は何人だったか

（５） 　中俣川復旧及び改修について

２ 　有害鳥獣・害虫駆除について 市 長

副 市 長

（１） 　イノシシの掘り起こし被害について 関 係 課 長

ア 　現在の被害報告と駆除は

イ 　彼岸花の植栽のモデル地域を作らないか

（２） 　キオビエダシャクの被害防止対策について

ア 　来年度薬剤配布予定は

新原　勇

　避難所など事前対策はどうだったか（発電機・ガソリ
ン）
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３ 　垂水市のPRについて 市 長

副 市 長

（１） 　ふるさと納税の現在の達成率は 関 係 課 長

（２） 　たるたるの活用（グッズ等）と利用数は

（３） 　ロータリーの看板と周りの緑地帯について

（４） 　ジオパークの取組と進捗度は

４ 　介護要支援の人への支援 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　75歳以上の要支援１・２の人数と人口割合

（３）

（４）

５ 　中央病院のハッカー対策は 市 長

副 市 長

（１） 　ハッカー対策はどのようにしているのか 関 係 課 長

（２） 　被害を被った時の対策費用はどちらが負担するのか

（３） 　ハッカー対策用の保険には入っているのか

　ゴミの持ち出し等市独自の地域で支える生活支援制度
をつくることはできないか

　要支援の人の生活支援に市民サービスはどのようなも
のがあるか

　ボランティアポイントに参加している団体数・人数と
補助金は
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７ 　期日前投票について 市 長

副 市 長

（１） 　支所での期日前投票は何がネックになるのか 関 係 課 長
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６  議　員 一問一答方式

１ 　建設工事の入札の在り方について 市 長

副 市 長

（１） 　これまでの入札実績の契約形態について 関 係 課 長

２ 　耐震補強工事について 市 長

副 市 長

（１） 　地元業者への発注について検討できないか 関 係 課 長

３ 　有害鳥獣対策について 市 長

副 市 長

（１） 　狩猟期間中の捕獲対応について 関 係 課 長

徳留　邦治
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７  議　員 一問一答方式

１ 　台風14号の教訓を次に活かすためには 市 長

副 市 長

（１） 　避難情報発令の在り方に関して 関 係 課 長

（２） 　機材の活用は十分できたのか

（３） 　停電時の情報伝達について

２ 　保育園問題について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　現在在園中の子ども及び保育士等の処遇に関して

（３）

（４）

３ 　地域運営組織について 市 長

副 市 長

（１） 　地域の現状と意見について 教 育 長

関 係 課 長

（２）

　今後も子どもの数の減少が見込まれるが、市全体とし
てどのように保育サービスを維持していくのか。そのた
めの課題及び今後の市全体の保育サービスの在り方に関
する考えは

　公民館が担っている業務と現在の組織体制が合ってい
ないと考えるが今後の対応は

森　武一

　和光保育園が来年３月末で閉園となるということだ
が、経緯と市としてのこれまでの対応は

　市として今後、牛根３校区の保育サービスをどのよう
に提供していくのか
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８  議　員 一問一答方式

１ 　物価高騰対策～問われている支援策と必要性 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

ア

（２） 　子ども達・保護者への支援

ア

イ 　学童保育利用料の負担軽減の考えは

２ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）

（２）

（３） 　データ外部提供の仕組みは

（４）

持留　良一

　「自己情報コントロール権」（どんな自己情報が集め
られているかを知り、不当に使われないよう関与する権
利）は保障されるのか

　国が条例の規定例を提供しているのか。本市は、現個
人情報保護条例を「個人情報保護法施行条例」へ改廃す
るのか

　個人情報保護条例づくり～住民全体の理解と意思を踏まえ、自
治体が自主的に決める事が重要

　条例改廃の日程は　～パブリックコメント・議会上程
等

　国・県の支援事業（11月補正予算の活用）へ市独自の
支援の検討は

　配合飼料価格高騰緊急支援事業（畜産）への支援
は。「制度」に加入している生産者の負担経費の一
部を支援する事業への市としての支援は検討できな
いか

　就学援助制度支給対象者（準保護世帯認定基準の
拡大）の拡充と支給費目（オンライン学習通信費・
クラブ活動等）の追加
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３ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１） 　水田活用直接支払交付金カット問題と本市への影響は

（２）

４ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）

ア

イ

５ 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

　会計年度任用職員は、自治体・公務公共サービスを担
い、職場になくてはならない存在であると制度導入のと
き表明されているが考えは変わっていないか

　水田活用直接支払交付金と農業振興計画～持続可能な農業と農
山村を再生し、食料自給率の向上を

　「交付金」の見直し・大幅カットをやめ、維持・拡充
することが大切ではないのか

　風力発電問題～再エネは、地域固有の資源であり地域主体、共
生でこそ

　自然エネルギー導入にあたってのルール作りの必要性
について

　「ガイドライン」（大規模太陽光の計画）を検討
すると回答したが、どうなったか

　自然エネルギーの活用は、地域の資源を活用する
ことから、住民の計画段階から参加し十分な情報提
供を行って検討していくことが不可欠。仕組みづく
りは
～指宿市：再生可能エネルギー発電設備設置指導要
綱
～霧島市：再生可能エネルギー発電設備の設置に関
するガイドライン

　会計年度任用職員～処遇改善とともに安心して働き続けられる
ように

　制度は毎年「公募」で働き続けられることが不安定に
なり、雇用が継続的に保障されない点で行政として課題
はないのか。安心して働き続けられることが公務公共
サービスを担う観点からも安定した雇用形態が求められ
ているのではないか
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（３）

　制度は毎年「公募」で働き続けられることが不安定に
なり、雇用が継続的に保障されない点で行政として課題
はないのか。安心して働き続けられることが公務公共
サービスを担う観点からも安定した雇用形態が求められ
ているのではないか

　制度発足から３年が経過する中、実態調査の必要性が
あるのではないか。（要求・意見等）問題点や課題を整
理し、公務公共サービスに努めていくことが求められて
いるが見解を求む。処遇改善の必要性への認識はどうか
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９  議　員 一問一答方式

１ 　台風14号の経験を活かした取組について 市 長

副 市 長

（１） 　災害対策本部における各対策部の課題について 関 係 課 長

（２） 　課題解決に向けた取組について

２ 　子育て支援について 市 長

副 市 長

（１） 　こども劇場に対する助成について 関 係 課 長

（２） 　ペアレントプログラムについて

（３） 　子育て支援センターの運営について

（４） 　こども家庭庁の設置に伴う本市の対応について

池田　みすず
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10  議　員 一問一答方式

１ 　瀬戸口藤吉翁のピアノの寄贈について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

２ 　無許可の人道橋について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

３ 　ゴミステーションについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　地代を支払っている振興会を示せ

（３） 　なぜ進まないのか

北方　貞明

　瀬戸口藤吉翁のお孫さんから市にピアノ、他を寄贈し
たいと。市の対応は

　市内に無許可の人道橋は何箇所あるか。安全上は問題
はないか

　地元の要望として、新しい橋の設置が挙がっている
が、どう考えるのか

　ゴミステーションに市の認定されていない振興会があ
るか
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11  議　員 一問一答方式

１ 　市政について 市 長

副 市 長

（１） 　水産振興について 関 係 課 長

ア 　海潟漁港と牛根境漁港の高潮対策について

イ 　牛根地区の漁港整備事業について

ウ 　垂水市漁協の長期計画について

（２） 　市道・農道の整備について

ア 　本年度事業について

イ 　災害復旧の進捗状況について

（３） 　３期12年を振り返っての思いは

川畑　三郎
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